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け、配付」、「INDY® JAPAN THE FINAL への招待」といった
取り組みについての、簡単な報告書である。「災害現地ボラ
ンティア」には、延べ1600人が参加し、「義援金募金」では
111,277,255円が集まったという。
　歴史を遡れば、関東大震災の後にも少年団（当時のボーイ
スカウト）と文部省が、被災した子どもたちを対象とする
「野外少国民学校」を開設し、子どもの居場所を提供してい
た（圓入智仁「少年団による関東大震災後の活動　―『野外
少国民学校』の取り組み―」『中村学園大学・中村学園大学
短期大学部研究紀要』第49号、2017年、111-116頁）。
３）金谷信子「３章　イニシアティブはボランティアの手に　
被災地のボランティア」本間正明・出口正之編『ボランティ
ア革命』1996年、19-42頁。
４）同上、39頁。
圓入智仁
57
５）「４．NVN 参加団体」西宮ボランティアネットワーク
（NVN）『ボランティアはいかに活動したか　震災60日もう
ひとつの阪神大震災記録』、1995年、199頁。
６）ボーイスカウト大阪連盟は、西宮市にある阪神甲子園球
場で開催される春の選抜高等学校野球大会の開会式や閉会
式で、国旗や大会旗などを持つ役割を担っていた。このよ
うな背景があったためか、ボーイスカウト大阪連盟は西宮に
集中的に関わり、「機能的に」動いたようである（「武内大典
「震災発生直後、対策本部の動き」ボーイスカウト日本連盟
『SCOUTING』No.503、1995年４月、5頁。）。
７）入江幸男「１　ボランティアの思想　―市民的公共性の
担い手としてのボランティア―」内海成治・入江幸男・水
野義之編『ボランティア学を学ぶ人のために』世界思想社、
1999年、4-21頁。
８）文部省生涯学習局長通知「生涯学習審議会『今後の社会
の動向に対応した生涯学習の振興方策について（答申）』の
送付について」、文生生第176号、平成４（1992）年８月３
日。
９）日本ボーイスカウト兵庫連盟理事長富永和男　災害対策本
部長武内大典「知事（日本ボーイスカウト兵庫連盟長）への
報告書」日本ボーイスカウト兵庫連盟『1995年１月17日：
ボーイスカウトの阪神、淡路大震災』1996年、13頁。「阪
神・淡路大震災の日から　◆◆◆15日◆◆◆」（同上）、28
頁。
10）「兵庫県救護対策現地本部設置場所　94/01/27」（同上）、
75頁。
11）日本ボーイスカウト兵庫連盟理事長富永和男　災害対策
本部長武内大典「知事（日本ボーイスカウト兵庫連盟長）へ
の報告書」（同上）、13-14頁。
12）「クラフト」とは、小枝やどんぐり、石、紐などを使って
工作をすることである。
13）「阪神・淡路大震災の日から　◆◆◆15日◆◆◆」（前
出）、30頁。
14）「日本ボーイスカウト兵庫連盟関係各位宛文書」（同上）、
59頁。
15）（財）ボーイスカウト日本連盟（兵庫連盟へ出向）金井
「奉仕局の派遣先について」（同上）、44頁。
16）財団法人ボーイスカウト日本連盟事務局長荒尾雅也「兵
庫県南部地震について（連絡　No.3）地元救援活動への奉仕
について」（同上）、48頁。
　ボーイスカウト大阪連盟の加盟員で、「西宮市は高校３年
間の思い出の地」であるという伊永勉は、震災発生当日に
ボーイスカウトとして「何かしなければいけないと気づき」、
翌日に西宮市役所に到着して、ボーイスカウト大阪連盟と西
宮市役所とのパイプ役を担い始めた（伊永勉「本部長日誌」
西宮ボランティアネットワーク（前出）、16頁。）。
17）「教育復興促進ボランティア活動報告　神戸市中央区湊川
多聞小学校　No.3 95.2.21」ボーイスカウト兵庫連盟（前
出）、87-88頁。なお、「避難所（責任者：市中さん）」や
「神奈川」の詳細は不明である。
18）財団法人ボーイスカウト日本連盟事務局長荒尾雅也「阪
神大震災地元救援活動への奉仕について（No.5）」（同上）、
52頁。
19）日本ボーイスカウト兵庫連盟理事長富永和男　災害対策
本部長武内大典「知事（日本ボーイスカウト兵庫連盟長）へ
の報告書」（同上）、14頁。
20）財団法人ボーイスカウト日本連盟事務局長荒尾雅也「兵
庫県南部地震について連絡（No.4）―兵庫県下での活動にあ
たって―」（同上）、51頁。
21）ボーイスカウト都道府県連盟理事長宛、日本ボーイスカ
ウト兵庫連盟阪神地震対策本部「阪神大震災地元救援活動の
実態とお願い」（同上）、69-70頁。
22）同上、71頁。
23）同上、73頁。なお、文中の「カントリー大作戦」とは、
ボーイスカウトの活動として、放置されている空き缶などの
ゴミを拾うといった、清掃活動を指す。
24）小倉侃「PTSD（心的外傷後ストレス障害）」ボーイスカ
ウト兵庫連盟（前出）、89頁。
25）財団法人ボーイスカウト日本連盟事務局長荒尾雅也「阪
神大震災地元救援活動への奉仕について（No.6）」（同上）、
54-55頁。
26）石川嘉唯「スカウト活動の力―それは奉仕」（同上）、
98-99頁。
27）ボーイスカウト日本連盟教育規定（平成28年版）第４章
第19条より。
28）日本ボーイスカウト兵庫連盟県コミッショナー山田明良
「コミッショナー通信　平成７年３月10日」（同上）、78頁。
29）執筆者不明「１．組織と個人」（同上）、134頁。
30）執筆者不明「３．ボランティア活動を考察すると…」（同
上）、137頁。
31）執筆者不明「１．組織と個人」（同上）、134頁。
32）松永博「ボランティアと行政の連帯」西宮ボランティア
ネットワーク（前出）、76頁。
33）中西史彰「救援物資日記」西宮ボランティアネットワー
ク（前出）、93-94頁。
34）「阪神・淡路大震災から１年　～ボランティアのあり方を
探る～」（ボーイスカウト日本連盟『SCOUTING』No.511、
1995年12月、5頁）における武内大典の発言。
35）同上（7-8頁）における武内大典の発言。
36）長谷川誠資「ボランティアの心で結ばれたスカウト活動」
ボーイスカウト兵庫連盟（前出）、108頁。
37）「阪神・淡路大震災から１年　～ボランティアのあり方を
探る～」（前出、6頁）における小倉侃の発言。
38）武内大典「阪神・淡路大震災の救援活動を顧みて」（前
ボーイスカウトとボランティア　―阪神・淡路大震災後の組織的な復興支援活動と葛藤―
58
出）、117頁。
39）「阪神・淡路大震災から１年　～ボランティアのあり方を
探る～」（前出、5頁）における武内大典の発言。
40）武内大典「阪神・淡路大震災の救援活動を顧みて」（前
出）、116頁。
41）同上、116頁。
42）同上、118頁。
43）執筆者不明「３．ボランティア活動を考察すると…」（前
出）、137頁。
44）執筆者不明「２．読める危機管理を越えた大災害」（同
上）、135頁。
圓入智仁
